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Abstract 

A female specimen of the Snake weatherfish, Misgurnus mohoity (Dybowski, 1869) (72.2 mm standard 

length), was collected from the pond of Arisugawa-no-miya Memorial Park, Tokyo, Japan. It was identified 

based on having a total of 50 vertebrae, 20 caudal vertebrae, and the sequence of the mitochondrial DNA 

control region. This represents the first field collection record of this species in Japan. Since the species' native 

range is centered around the Amur River basin, it is presumed that the species have been abandoned after 

being imported for consumption or fishing bait. As a newly discovered alien species in Japan, a new standard 

Japanese name “Amuru-hoso-dojô” is herein proposed for M. mohoity. Additionally, notes on taxonomy and 

identification of Misgurnus in the Eastern Asia, including M. mohoity and its related species, are also provided. 

 
Key words: Misgurnus bipartitus; Snake weatherfish; D-loop; DNA barcode; Amuru-hoso-dojô 

 

緒言 

ドジョウ科ドジョウ属（Cobitidae: Misgurnus La 

Cepède, 1803）は眼下棘が筋肉下にあり隠れてい

ること、下顎の口唇部が 4 本の髭状になること、

尾鰭後縁が円形であること、体側に規則的な斑紋

列がないことなどの形質の組み合わせにより定

義される（Kottelat and Freyhof 2007; 中島・内山

2017）。現在、本属にはシノビドジョウ M. 

amamianus Nakajima and Hashiguchi, 2022、ドジョ

ウ M. anguillicaudatus (Cantor, 1842)、トマンドジ

ョウ M. buphoensis Kim and Pak, 1995、キタドジョ

ウ M. chipisaniensis Shedko and Vasil’eva, 2022、カ

ラドジョウ M. dabryanus (Guichenot, 1872)、ヨー

ロッパドジョウ M. fossilis (Linnaeus, 1758)、M. 

mohoity (Dybowski, 1869) 、 M. multimaculatus 

Rendahl, 1944、M. nikolskyi Vasil’eva, 2001 および

M. tonkinensis Rendahl, 1937 の 10 有効種が知られ

ている（Kottelat 2012; Nakajima and Hashiguchi 
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Fig. 1. Photograph of the collection site. Photo by A. 

Konta. 

2022; Shedko and Vasil’eva 2022; Dyldin et al. 2023）。

また、日本国内からは上記のシノビドジョウ、ド

ジョウ、キタドジョウ、カラドジョウに加えて、

学名未決定種であるヒョウモンドジョウ M. sp. 

OK の計 5 種の分布が確認されている（清水ほか 

2011; 中島・内山 2017; Nakajima and Hashiguchi 

2022; 細谷 2025）。日本国内における各種の自然

分布の実態については不明な点が残るが、少なく

ともカラドジョウは国外由来の外来種であるこ

とが確実である（中島・内山 2017; Dyldin et al. 

2023; 細谷 2025）。 

ドジョウは日本では古くから食用として利用

されてきたが（中島・内山 2017）、環境の悪化

により天然ドジョウが減少した 1970 年代以降は

積極的に韓国や中国からの生きたドジョウ属の

輸入が行われてきた（N.Y. 1979; 斎藤 1989; 中

島 2021）。その結果、1990 年代以降に外来種カ

ラドジョウの定着が日本各地で報告されるよう

になり（森・内山 1997; 細谷 2001; 斉藤 2001; 

金尾・上野 2005; 加納ら 2007; 吉郷 2007; 稲葉 

2008; 多紀  2008; 酒井ら  2008; 向井ら  2011; 

中島ら 2012; 熊川ら 2020）、2000 年代以降はド

ジョウについても中国大陸由来の外来系統が日

本各地に定着していることが報告された（吉郷 

2007; Morishima et al. 2008; 小出水ら 2009; 清

水・高木 2010a; 向井ら 2011; Fujimoto et al. 2017; 

松井・中島 2020; 林ら 2022; 向井・橋本 2023; 

川中ら 2025; 熊川ら 2025; 多田ら 2025）。これ

らの外来ドジョウ属は在来ドジョウ属と交雑す

ることが知られており（Fujimoto et al. 2017; 松

井・中島 2020; Kuroda et al. 2024）、在来ドジョ

ウ属保全上の大きな危機要因として捉えられて

いる（清水 2014; 環境省自然環境局野生生物課

希少種保全推進室 2018; 中島 2020; 向井・橋本 

2023）。したがって、在来ドジョウ属を保全して

いく上で、正確な種同定に基づく外来ドジョウ属

の分布情報の蓄積は重要である。 

今回、著者らが東京都内において採集したドジ

ョウ属 1 個体について、その形態と遺伝子の特徴

を精査した結果、これまで国内で野外からの採集

例がない外来種 Misgurnus mohoity (Dybowski, 

1869)に同定された。そこで野外からの標本に基

づく初記録として報告を行うとともに、日本魚類

学会「魚類の標準和名の命名ガイドライン」（日

本魚類学会 2025）に沿って、新標準和名の提唱

を行った。 

 

材料および方法 

採集と標本作製 

採集調査は東京都港区の有栖川宮記念公園

内の池（35°39'06.3"N, 139°43'28.2"E）において

（Fig. 1）、2024年6月4日にタモ網（口径35 cm、

目合2 mm）を用いて行った。当地は湧水および

地下水の汲み上げを水源とし、池からの排水は

暗渠を通じて渋谷川（古川）に流入する。採集

したドジョウ属魚類は持ち帰り、遺伝子解析用

標本として右腹鰭を切除して99.5 %エタノール

で固定・保管した。魚体については10 %中性ホ

ルマリン水溶液で固定した後に70 %エタノー

ル水溶液に置換して保管した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計数計測 

固定標本を用いて計数計測を行った。計数計測

の方法と部位は Kottelat and Freyhof（2007）、

Nakajima and Hashiguchi（2022）に従い、計測はデ

ジタルノギス（DT-150、新潟精機）により 0.1 mm

単位で行った。標準体長（standard length）は体長

もしくは SLと略記した。その際、松井・中島（2020）

に従い、腹鰭基部–臀鰭基部の投影長（X）、およ

び臀鰭基底後端部–尾鰭基底部の投影長（Y）を計 
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Table 1. Localities, deposited numbers, and GenBank accession numbers for the material analyzed in the present 

study. 

*Definition of Misgurnus sp. OK is according to Nakajima and Uchiyama 

(2017). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測し、Y/X を算出した。また、軟 X 線撮影を行っ

て脊椎骨数および腹椎と尾椎の構成を確認した。

脊椎骨の計数方法は Sawada（1982）、中島・内山

（2017）に従い、ウェーバー器官を 4 として計数

した。本研究で使用した標本は、東京大学総合研

究博物館動物部門の魚類標本資料として登録し

た（ZUMT 67590）。また、その生鮮標本写真およ

び軟 X 線写真は、神奈川県立生命の星地球博物

館の魚類写真資料データベースに登録した

（KPM-NR 263001A–D）。なお、神奈川県立生命

の星・地球博物館における資料番号は、電子台帳

上では冒頭にゼロが付加された 7 桁の数字が用

いられているが、本稿では本質的な有効数字で表

記した。 

 

塩基配列の決定 

ゲノムDNAの抽出は前述した右腹鰭から

DNeasy Blood & Tissue Kit（Qiagen）を用いて行

った。抽出したDNAを鋳型としてPCR 法によ

りミトコンドリアDNA（mtDNA）の調節領域

（CR） の約1,100 塩基対を増幅した。PCRに使 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用したプライマーは、Forwardとして231F：5'-

TTGTAATCCGAAGATCGGAG-3' と 665F ： 5'-

ACTATTACTGGCATCTGGTT-3、Reverseとして

782R ： 5'-ATGCATATAAGAGAATGCCC-3' と

1366Rv2 ： 5'-TTYGCGGAGACTTGCATG-3'で

ある（Morishima et al. 2008）。PCR反応にはKOD 

One（TOYOBO）を使用し、2×PCR Master Mix 

10 μL、滅菌蒸留水7 μL、Forward primer（10 μM） 

1 μL、Reverse primer（10 μM）1 μL、試料DNA

溶液1 μLを混合して反応に供した。PCR条件は、

94 ºC 10秒の後、98 ºC10秒、55 ºC 5秒、68 ºC10

秒を1回のサイクルとし、これを35サイクル繰

り返した。反応後各サンプルをPCR purification 

kit （QIAGEN）により精製し、3730xl DNA 

Analyzer（Applied Biosystems）を用いて塩基配

列を決定した。塩基配列決定にはユーロフィン

ジェノミクス社（東京）のValue Read DNAシー

ケンスサービスを利用した。得られた塩基配列

データは日本DNAデータバンク（DDBJ）に登録

した。 
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Fig. 2. Misgurnus mohoity from Tokyo, Japan (ZUMT67590, 72.2 mm SL). A, fresh specimen; B, radiograph. 

Photos (KPM-NR 263001A, D) by D. Oyama. 

系統樹作成 

 決定したmtDNAの調節領域の塩基配列デー

タ、およびDDBJより取得したドジョウ属の同

領域の塩基配列データ（Table 1）を用いて分子

系統樹を作成した。まず BIC （ Bayesian 

Information Criterion）を基準に塩基置換モデル

を決定し、選択されたモデル（GTR+G model）

に基づき、最尤法による系統推定を実行した。

系統樹の各分岐の信頼性は1,000回のブートス

トラップにより評価した。また、得られた塩基

配列について、サンプル間の塩基置換率を算出

した。塩基置換率はトランジション、トランス

バージョンの区別なくp-distanceとして算出し

た。モデル選択、系統推定および塩基置換率算

出にはMEGA 12（Kumar et al. 2024）を使用した。 

以上の形態と遺伝子の特徴に基づき、

Prokofiev and Sychevskaya（2016）、Nakajima and 

Hashiguchi（2022）、Shedko and Vasil’eva（2022）

に従って種の同定を行った。 

 

結果 

 

Misgurnus mohoity (Dybowskyi, 1869) 

アムールホソドジョウ（新称） 

（Fig. 2; Table 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標本 

 ZUMT67590（72.2 mm SL）、雌、東京都港区

南麻布、有栖川宮記念公園、2024 年 6 月 4 日、

タモ網、今田明生・吉本亘成採集。 

 

写真 

KPM-NR 263001A–C: ZUMT 67590 の生鮮標

本写真、2024 年 6 月 10 日、尾山大知撮影；KPM-

NR 263001D: ZUMT 67590 の軟 X 線写真、2025

年 2 月 9 日、尾山大知撮影。 

 

形態の記載 

計数形質と体各部の標準体長または頭長に

対する割合を Table 2 に示す。体は細長く断面

はやや側扁した円筒形。尾柄の上下の縁は弱く

発達し膜鰭状になる。眼はやや小さく頭長に対

する眼窩径は 17.6 %。上口唇部には 3 対の口髭

を伴い、下口唇部は 2 対の口髭状となる。上口

唇の髭はやや長く、第 1、2、3 口髭長はそれぞ

れ頭長の 19.9 %、26.1 %、29.6 %。側線はない。

胴体は細かい円鱗に覆われる。体高は低く、標

準体長に対する体高は 8.3 %。背鰭の分枝軟条

は 6 本。背鰭基部は体の中央より後方に位置す

る。腹鰭基部は背鰭第 2 分枝軟条の直下に位置

する。Y/X は 1.3。尾鰭後縁部は円形。腹椎数は 
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Table 2. Counts and morphometric measurements of 

Misgurnus mohoity (ZUMT 67590) from Tokyo, 

Honshu, Japan. 

*Counted only branched rays. 

30、尾椎数は 20、総脊椎骨数は 50。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生鮮時の色彩 

 頭部から背面は暗茶褐色。体側中央に白色の

細い縦条があり、これより腹面に向かって黄色

味を帯びた白色となる。頭部下面は黄色味が強

い。眼から吻端にかけて不明瞭な黒褐色の縦条

模様がある。体背面から体側部に眼径以下の大

きさの黒褐色の不規則な斑紋が散在し、それら

は尾部にかけて大きく明瞭となり、腹部にかけ

て小黒点となる。背鰭、尻鰭、尾鰭に暗褐色の

斑点模様がある。尾鰭付け根の上部に眼径と同

程度の明瞭な黒斑がある。 

遺伝的特徴 

得られた分子系統樹を Fig. 3 に示す。本標本

は Morishima et al.（2008）により定義されたク

レード B1 に含まれた。クレード B1 はさらに

M. mohoity から構成されるサブクレード（ブー

トストラップ値 99 %）とドジョウ日本系統から

構成されるサブクレード（ブートストラップ値

98 %）に区分され、本標本は M. mohoity から構

成されるサブクレードの中に含まれた。本標本

が属するサブクレード内の各個体間の塩基置

換率は 0.0–0.9 %であった。本標本が属するクレ

ードとドジョウ日本系統のクレード間の塩基

置換率は 2.7–3.6 %であった。 

 

分布 

本種は Dybowski（1869）により、ロシアのド

ゥリドゥルガ近郊のアムール川水系上流のイ

リァ（Ila）川流域をタイプ産地とし、Cobitis 

fossilis var. mohoity として記載された（Dybowski 

1869; Vasil’eva 2001; Kotellat 2012）。その確実な

自然分布域は、極東ロシアから中国東北部、モ

ンゴルにかけてのアムール川流域、中国の海河

以北の諸水系である（Vasil’eva 2001; Zhang et al. 

2021）。日本国内では、本種が釣餌用のエビに混

入して流通していた事例が知られているもの

の（吉郷 2011）、これまでに野外からの報告例

はない。 

 

考察 

種の同定 

 東アジア産ドジョウ属既知種の形態的特徴

（Table 3）と比較すると、本標本は背鰭分枝軟

条数が 6であること、Y/Xが 1.1を超えること、

総脊椎骨数が 50 以上であること、尾椎数が 20

である点で M. mohoity と一致した。また、

Prokofiev and Sychevskaya（2016）は M. mohoity

の形態的特徴として、ウェーバー器官を含めな

い背鰭前方脊椎骨数が 17–19、腹鰭前方脊椎骨

数が 21–23 としているが、本標本についてこの

計数法を適用するとそれぞれ 19、23 となり、同

著が示した計数値の範囲に内包された。さらに、

Shedko and Vasil’eva（2022）は M. mohoity の形

態的特徴として、尻鰭基部–尾鰭基部間の距離 
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Fig. 3. Maximum-likelihood phylogenetic tree based on the partial sequences of mitochondrial DNA control 

region (562 bp) in Japanese and some East Asian Misgurnus. Numbers on each tree node indicate the 

bootstrap values with 1,000 replicates. For the clade name, see Morishima et al. (2008). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が腹鰭基部–尻鰭基部間の距離の 1.9–2.4 倍、標

準体長が最大体高の 8.5–11 倍、第 3 口髭長は頭

長の 30 %以下としているが、これらの標徴につ

いても、本標本ではそれぞれ 2.0 倍、8.7 倍、

29.6 %となり、その特徴によく一致した。加え

て、調節領域の塩基配列の特徴は、データベー

ス上の M. mohoity とほぼ一致した。以上より本

標本は形態的特徴と遺伝的特徴に基づき M. 

mohoity と同定された。 

 

採集個体の由来 

本種が採集されたのは東京都港区の有栖川

宮記念公園内の池で、都市化が進んだ地域にあ

る。本池ではこれまで麻布学園生物部により

継続的な生物調査が実施されており、ドジョウ

中国大陸系統に同定されるドジョウ属魚類を

はじめ、人為的に遺棄されたと考えられる複数

の外来魚類が確認されている（尾山・今田・吉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 未発表データ；髙橋 私信）。現在も全国的に

食用として生きたドジョウ属魚類の流通が続

いており、カラドジョウやドジョウ中国大陸系

統、また M. mohoity と思われる生体が 2025 年

に東京都内で販売されているのを著者らは確

認している（中島・尾山 未発表）。Nakajima and 

Hashiguchi（2022）は茨城県産の M. mohoity を

比較標本に含めているが、これらはスーパーマ

ーケットで食用として生きた状態で販売され

ていた個体である（詳細原産地は不明）。なお、

これら 2 標本（論文中で JNC563、564 としてい

た標本）は、今回新たに北九州市立自然史・歴

史博物館登録標本とした（Table 1）。また、吉郷

（2011）は広島県において販売されていた釣餌

用エビ類に、M. mohoity と同定される生体が混

入していたことを報告している。 

以上より、今回採集された M. mohoity は食用

や釣餌用などとして生きたまま流通していた  
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Table 3. Comparison of morphological features between East Asian Misgurnus species. Data are cited from 

Nakajima and Hashiguchi (2022) and present study. 

*These two species are distinguished solely by their karyotype structure (Vasil’ev and Vasil’eva 2008). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個体が遺棄されたものに由来する可能性が高

い。本種は現在も引き続き国内に輸入されて流

通していることから、今後国内の他水域に放流

されて定着し、在来ドジョウ属との交雑、ある

いは競合などの問題を引き起こす可能性が高

い。したがって、流通している生きたドジョウ

類が野外に遺棄されないよう、啓発の推進や法

令の策定などの対策が必要である。 

なお、これまでに本標本の採集地で確認され

た M. mohoity は検討標本の 1 個体のみであり、

現時点では同地で本種は定着に至っていない

と推測される。 

 

同属他種との区別 

 本研究により日本の野外からは形態と遺伝

子の特徴から区別できるドジョウ属として、ド

ジョウ日本系統、ドジョウ中国大陸系統、ヒョ

ウモンドジョウ、シノビドジョウ、キタドジョ

ウ、カラドジョウ、および M. mohoity の 7 タク

ソン／集団が記録されることとなった。このう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ち、ドジョウ中国大陸系統、カラドジョウ、M. 

mohoity が国外由来の外来種／集団となる。今

後、適切に外来ドジョウ属対策を進める上で、

本種と既知の 6タクソン／集団の区別は重要で

ある。 

 結果の項で示したように、これら 7 タクソン

／集団はミトコンドリア DNA の調節領域の塩

基配列の特徴により明確に区別が可能である。

また、形態においても背鰭分枝軟条数、腹鰭基

部–臀鰭基部の投影長（X）と臀鰭基底後端部–

尾鰭基底部の投影長（Y）から算出される Y/X

の値、総脊椎骨数、腹椎数、尾椎数、さらにオ

ス成魚の胸鰭基部にある骨質盤の形態の組み

合わせから区別が可能である（Table 3）。 

なお、M. mohoity は日本から記録されている

ドジョウ属魚類の中で、特にドジョウ日本系統

と類似した形態的特徴を有している。松井・中

島（2020）はドジョウの日本系統と中国大陸系

統について、背鰭分枝軟条数と Y/X 値を指標と

した形態での簡易な識別法を提案しているが、
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M. mohoity は少なくともこの 2 つの形質におい

てはドジョウ日本系統との違いがない。M. 

mohoity はドジョウ日本系統と比べて、総脊椎

骨数 50 以上・尾椎数 20 以上と多く、Y/X 値が

1.3 以上と大きいことから、より体型が細長く

体高が低く尾柄が長い傾向がある。しかし、正

確な識別には尾椎数と調節領域の塩基配列の

確認が必要である。ただし、従来のドジョウ日

本系統の脊椎骨数の特徴は主に西日本の標本

に基づいており、一般的にドジョウ属魚類の脊

椎骨数は発生水温が低いと増加する傾向があ

ると考えられていることから（久保田・小野 

1964）、ドジョウ日本系統との形態での識別点

についてはさらなる研究が必要である。 

また、少なくともドジョウ日本系統、ドジョ

ウ中国大陸系統、カラドジョウの間では交雑が

生じ、結果として形態の特徴と遺伝子の特徴が

一致しない事例が報告されている（清水・高木 

2010b; Okada et al. 2020; 熊川ら  2025）。M. 

mohoity はドジョウ日本系統との遺伝的な違い

が小さいことから、2 種が同様に交雑して形態

と遺伝子の特徴が一致しない個体が今後野外

から発見される可能性があり、この点からも同

定に際しては注意が必要である。 

 

M. mohoity をめぐる分類学的問題 

 今回採集した個体は先行研究に従い

Misgurnus mohoity と同定されたが、本種の分類

については若干の混乱があることから、その状

況をここで整理しておきたい。 

Vasil’eva（2001）は M. mohoity のタイプ産地

周辺域を含むロシア各地から得られたドジョ

ウ属標本の比較検討を行い、中国の文献で扱わ

れている Misgurnus bipartitus (Sauvage and Dabry 

de Thiersant, 1874)は M. mohoity と同一種である

一方、中国の文献で扱われている M. mohoity は

未記載種であるとして、これを新種 M. nikolskyi

として記載した。Kottelat（2012）もこの見解に

従い、M. bipartitus を M. mohoity のシノニムと

している。 

 しかしながら中国の文献では特に根拠を示

さずに、近年も Vasil’eva （2001）や Kottelat 

（2012）の分類学的処置に従っていない。中国

産ドジョウ属魚類の形態と遺伝子の特徴を精

査した Zhang et al.（2021）は、中国におけるド

ジョウ属を泥鰌 M. anguillicaudatus、大鱗副泥鰌 

M. dabryanus、北方泥鰌 M. bipartitus、黒竜江泥

鰌 M. mohoity の 4 種としている。その形態と遺

伝子の特徴から、このうち北方泥鰌 M. bipartitus

としている種は明らかに M. mohoityと同一種で

あり、黒竜江泥鰌 M. mohoity としている種は明

らかに M. nikolskyi と同一種である。したがっ

て、中国の文献におけるドジョウ属の学名の取

り扱いには注意が必要である。 

 この学名の混乱は塩基配列データベースに

も及んでおり、例えば Yu et al.（2015）において

M. mohoity として登録されているミトコンドリ

ア DNA 全塩基配列（KF386025）は、M. nikolskyi

と一致する。また、Yi et al.（2016）が分析して

登録した塩基配列のうち、M. bipartitus として

登録されている種は M. mohoity であり、M. 

mohoity として登録されている種は M. nikolskyi

である。したがって、塩基配列データベースに

おいてドジョウ属の塩基配列データを取得す

る場合は、その出典や採集地情報などを勘案し

て、適宜学名を読み替えて用いる必要がある。 

 

ドジョウ日本系統との関係 

 本研究で示した通り、mtDNA の調節領域の

塩基配列の特徴から、M. mohoity はドジョウ日

本系統と同じクレードに含まれ、その中でそれ

ぞれ固有のサブクレードを構成する。中国産ド

ジョウを詳細に検討した Zhang et al.（2021）は、

mtDNA の cytb 領域における分析で同様の結果

を得ているが、ドジョウ日本系統と M. mohoity

（論文中では M. bipartitus）を区別せずに同一

種として扱っている。一方で、Shedko and 

Vasil’eva（2022）も mtDNA の cytb 領域の分析

から同様の結果を得ているが、こちらはドジョ

ウ日本系統とM. mohoityを別タクソンとして扱

っている。 

Nakajima and Hashiguchi（2022）や本研究の結
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果から、ドジョウ日本系統と M. mohoity は遺伝

的特徴のみならず形態的特徴によっても区別

が可能であり、別種か別亜種かの議論はさてお

き別タクソンとして扱うべきものであること

は明白である。またその場合、ドジョウ日本系

統の学名については、その形態的特徴や記載年

から、シーボルトコレクションに含まれる長崎

県産標本に基づき記載された Misgurnus 

rubripinnis (Temminck and Schlegel, 1846)が適用

される可能性が高い。実際に Nakajima and 

Hashiguchi（2022: Table 4）が示した M. rubripinnis

のタイプ標本は、背鰭分枝軟条数が 6、Y/X が

1.1、総脊椎骨数が 47 であり、その形態的特徴

はドジョウ日本系統とよく一致する。ドジョウ

日本系統に適用すべき学名については、今後詳

細な遺伝学的・形態学的研究を基盤とした分類

学的研究の進展が期待される。 

ドジョウ日本系統とM. mohoity間の塩基置換

率（p-distance）は、mtDNA の調節領域において

約 2.7–3.6 %（本研究）、cytb 領域において約 5.3–

8.5 %であった（Shedko and Vasil’eva 2022）。一

般的にノンコーディング領域である調節領域

の進化速度はコーディング領域より早いと考

えられているが、ドジョウ科を含むコイ目での

近縁種間では調節領域と cytb 領域の進化速度

は同程度かもしくは cytb 領域のほうが速いこ

とが報告されている（Tang et al. 2006）。同様の

環境に生息するコイ科魚類ヒナモロコ

Aphyocypris chinensis Günther, 1868の日本列島集

団と中国大陸集団間での cytb 領域における塩

基置換率は 2.5–4.9 %であった（Watanabe et al. 

2020）。ヒナモロコにおける調節領域と cytb 領

域の進化速度が同程度とすれば、ドジョウ日本

系統とM. mohoity間及びヒナモロコの日本列島

集団と中国大陸集団間の遺伝的分化は同じ地

史的イベントでの分布拡大を反映したものと

思われる。したがって、ドジョウ日本系統と M. 

mohoity の関係、さらには他の東アジア産ドジ

ョウ属との遺伝的関係を詳細に調べていくこ

とは、日本列島の純淡水魚類相成立様式を考察

する上で重要である。 

Misgurnus mohoity の標準和名 

これまでのところ Misgurnus mohoity には標

準和名が与えられていない。日本国内の野外に

おいて、現時点では本種の定着は確認されてい

ないが、日本魚類学会「魚類の標準和名の命名

ガイドライン」（日本魚類学会 2025）の条 2.1 

において「日本に分布しない魚類に対する命名

を妨げない」とあり、実際に国内における定着・

再生産が未確認な外来魚類に対して標準和名

を提唱した事例もある（日比野ら 2024; 望月・

本村 2025）。また、前述した通り M. mohoity は

今後国内の他水域にも放流され、定着が確認さ

れる可能性があり、その対策を進めていく中で

本種の呼称をめぐる混乱を避ける上でも、標準

和名の必要性が高い。そこで同ガイドラインに

沿って、本研究の検討標本（ZUMT 67590）を基

準標本として、M. mohoity に対して新標準和名

アムールホソドジョウを提唱する。新標準和名

の由来は、本種の自然分布域が極東ロシアから

中国東北部、モンゴルにかけてのアムール川流

域を中心とすること、体型が細長いことに因む。 

 なお、本種の新標準和名は学名、英名、ロシア

名、中国名の対応関係を精査した上で、本種の呼

称をめぐる混乱を避けつつ、日本において外来種

であることが容易に想起されることを考慮して

命名したもので、そこに至った経緯を以下に記す。

まず、本種の種小名 mohoity はヘビにちなむ

（Dybowski 1869）。そして、ロシアの文献では M. 

mohoity に対して Snake weatherfish、M. nikolskyi に

対して Nikolsky’s weatherfish という英名を用いて

おり（Dyldin et al. 2023）、これはロシア名の直訳

である（Burik 2020）。また、Dyldin et al.（2023）

はフクドジョウ属の一種 Barbatula toni に対して

Amur loach の英名を用いている。一方で、中国の

文献では M. mohoity（=真の M. nikolskyi）に対し

てAmur weatherfish、M. bipartitus（=真のM. mohoity）

に対して Northern weatherfish の英名を用いてお

り（Yi et al. 2016）、これは中国名の直訳である

（Zhang et al. 2021）。このような背景から、新標

準和名については学名や英名、ロシア名や中国名

との厳密な対応から離れて、原産地名「アムール」
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と形態的特徴を示す「ホソ」を組み合わせたもの

とした。 
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